








それを 19,500円で競り落とした。札を投じたのは計 6名で、次点は 19,000
円であった。
　原題はLe visage de la paix、そのまますなおに訳せば『平和の顔』となる（オー
クションでの邦訳は『平和の貌』となっていた）。パリの EDITIONS 









工芸品に近い扱いなのだ。本書の刊行年は裏見返しに EN OCTOBRE MIL 






























































































































































































































































   10.穀物の、手の、言葉のゆたかなる火
　　よろこびの火がもえ　一人一人の心はもえたつ。
   11.勝利は友愛の上に支えられている。
   12.限りなく大きくのびひろがる。
   13.一人一人が勝利者となることだろう。
   14.智慧は天井にかゝっている。
　　そのまなざしは大理石のランプの様にひたいからそゝがれる。
   15.光は太古よりゆるゆると地に下る。
　　光はとらわれの恐怖から救い出されたる子供らのほゝえみ
　　をもって わたってゆく。
   16.なんと永い間　人は人をおそれつゞけてきたことであろう。
　　頭の中にもってこられるべき鳥たちをさえも―
   17.太陽の光をあびた後
　　人は生きるというねがいを、養うというねがいをもつものだ。
　　そして　人は愛にむすばれ 将来にむすばれてゆくのだ。





   19.愛は働く
　　愛は疲れを知らない。
   20.一九一七年
　　私共は解放という尊い物を守ったのであった。
   21.私共は他人をつくり出す。
　　他人が私共をつくり出す様に
　　私共は互いに要求をもっている。
   22.飛ぶ鳥がつばさを信頼する様に
　　私共のみちびかれる先を知っている。
　　私共の手は私共の兄弟たちにさしのべられている。
   23.私共があまりにも永い間ゆるがせにしていたところの
　　力の純■さをもりあげようではないか。　
　　もはや我々は決して一人ではないだろう。　＊一字判読不能
   24.私共のうたは平和をよぶ。
　　そして　私共のこたえは平和の行動である。
   25.それは失敗ではない。
　　それは我々の宿命的な欲求である。
　　それは必ずもたらさるべき平和である。
   26.平和の建物は完全なる世界の上に再びすえられる。
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   27.お前のつばさをひろげよ。美しき頭よ。
　　かしこい世界に伝言せよ。
　　それから　私共は現実となるだろう。
   28.庭のかげを消す意志と努力につれて
　　私共は現実となるだろう。
　　新しい光の閃光によって―
   29.権力はだんだん軽るくなるであろう。
　　私共はよりよく生きるだろう。
　　私共はより高くうたうだろう。
有名病
　久保貞次郎のことを調べていて、こんなエピソードにぶつかった。ひと
つは、カリフォルニアの日差しを浴びながら、ヘンリー・ミラーとやわら
かな心地よい英語を交わす久保の姿を見つめつつ、「話しあいとは何の関係
もない思いに、心をうばわれてしまった」という知人の証言。
　 それにしても、なぜ人々はおのれの名声を気にし、有名病にあこがれる
のだろうか、それは、いかにおのれがおろかであるかという証拠を求め
ているようなものではないか、大多数に認められるということは、いか
に平凡であるかということではないか。ミラー家での二人の姿は、何も
のにも属していない人達の姿であった。
　久保もミラーもむろん有名人である。しかし、たとえばヘンリ ・ーミラー
の奔放な水彩画が「思惑・評判」ということばとは無縁の、とらわれるこ
とのない、まるで子供のような自在な世界を描いたように、久保の訳詩も
また独自なことばの世界をつむいでいるように思う。
　そして、こんなエピソードも。久保が跡見学園短期大学の学長となった
ときの挨拶、跡見短大の交友会誌「おとずれ」第 31号に掲載されている。
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　 先生が短大学長に就任されて初めての教授会の時のことである。 私たち
が席についていると、先生はにこにこ笑いながら会議室に入ってこられ
た、「ぼくはどこに座ればいいんですか」とドアの近くにいた教員に訊ね
た。 そして、中央の学長席につくと、とても短いスピーチをされた。 
　 「久保です。 ぼくは毎朝、跡見短大を日本一の短大にしよう、と唱えるこ
とにしました。 皆さん、どうぞよろしくお願い致します」
　 全員が拍手した。 私は拍手しながら、これが簡潔明瞭な演説というもの
であろうと思った。
　おそらくは、久保を悪く言う人もいるだろう。絵画のパトロンとしての
財力をねたむ者、そねむ者、たかる者。事実、贋作をいくつも売りつけて
いた人物もいたようだ。しかし、前掲のエリュアールの訳文からは、生前
の久保のすばらしい生き様が感じられる。しなやかで、のびやかな姿が。
そして、それが伝われば充分である。
